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2022 年 9 月 12 日から 16 日にかけて、第 16 回赤道超高層大気国際シンポジウム（International 
Symposium on Equatorial Aeronomy; 以下 ISEA-16）を開催した。京都大学宇治キャンパスおうばく

プラザでの現地開催と zoom によるハイブリッド開催として実施し、現地参加者 70 名（うち海外から

の参加者 44 名）、zoom によるオンライン参加者 63 名（うち海外からの参加者 59 名）と、徐々に進め

られた入国制限の緩和と、開催直前の陰性証明掲示の撤廃も相まって、非常に盛況なシンポジウムとな

った。 
ISEA は、3-4 年に 1 度各国持ち回りで開催される集会であり、今回で 16 回目の開催であった。第 1

回は Jicamarca レーダーの開設に合わせて 1962 年にペルーで開催されており、今回は 60 年目の節目

の開催であり。また、日本国内では初めての開催であった。赤道超高層大気に関する話題を中心に全て

シングルセッションで 5 日間開催されるのが伝統であり、今回は 7 つのサイエンスセッションと、初日

の Keynote Lecture, 最終日の Closing Lecture でシンポジウムを構成した。セッション一覧は以下の

通りである。Session 1: Equatorial E- and F-region irregularities: Cause and effects, Session 2: 
Longitudinal/hemispheric variation of equatorial electrodynamics, Session 3: Atmosphere- 
ionosphere vertical coupling at low- and mid-latitudes, Session 4: Space weather effects at low- and 
mid-latitudes, Session 5: Recent advances in instrumentation and observation, Session 6: 
Application of numerical techniques for aeronomy, Session 7: Future trends, opportunities, and 
challenges in low-latitude aeronomy. 初日の Keynote Lecture は京都大学生存圏研究所の海老原祐輔

准教授に、最終日の Closing Lecture は NASA ゴダード宇宙飛行センターの Robert Pfaff 博士に行って

頂いた。いずれも好評であり、シンポジウムは成功裏に終了した。 
大規模な国際学会等はセッションが細分化されているため、特定の話題について集中的に議論を深め

ることが難しいが、ISEA はシングルセッションによる集会かつ比較的少人数の開催であることが特徴

であり、赤道・低緯度域の超高層大気の科学を集中的に取り扱うことで議論が白熱し、終了時刻が大幅

に遅れる日もあった。特に、各国から若手・ベテラン研究者がバランス良く出席し、人的交流が大きく

促進されたことは非常に大きな成果であったと言える。 

 

 


